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野口英世博士の肖像をデザインしたマスクケースをクラウドファンディングで製作！ 
～収益金は全てコロナ禍で困窮する医学生等の修学支援に～ 

 米国財団法人野口医学研究所（所在地：東京都港区、創立者・名誉理事 浅野 嘉久）は、2020年8月24日（月）より、
野口英世博士の肖像がデザインされたマスクケースのプロジェクトを、クラウドファンディングサイト「未来ショッピン
グ」にて発足いたしました。収益金のすべてはコロナ禍で困窮する医学生等の修学支援に充てられます。 
  
 日本経済新聞社が運営する「未来ショッピング」は、日本経済の未来を牽引するビジネス創出のための購入型クラウド
ファンディングのプラットフォームです。今回のプロジェクトは「オールオアナッシング（目標達成型）方式」で実施し、
販売目標は1,000セット（160万円）、販売目標が達成された時点でクラウドファンディングが成立となります。 
＜未来ショッピング 野口英世マスケースプロジェクトURL https://shopping.nikkei.co.jp/projects/noguchi＞ 
  
 世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス（COVID-19）は、大恐慌以来の経済危機とも言われる“コロナ不況”をもた
らし、医学生や看護学生といった未来の医療スタッフ達にも暗い影を落としています。アルバイトがなくなって収入源が
絶たれた学生、仕送りをしてくれる親御さんが経済的に困窮してしまった学生、そうした学生達の多くは、志半ばで自身
の進学や学業の継続を諦めざるを得ないという苦境に立たされています。 
  
 1983年の設立以来、1,300人を超える医療スタッフや医学生に海外留学などの支援を行ってきた当財団では、そうした
苦しい状況下でも未来の医療スタッフ達に夢を追い続けて欲しいとの思いから、クラウドファンディングによる医学生等
の就学支援を企画しました。今回のクラウドファンディングで製作・販売するのは、マスクが生活のマストアイテムにな
る中で、急速に需要が高まっているマスクケースです。ケース表面には、日本が誇る細菌学者で千円札でもお馴染みの野
口英世の肖像をダイナミックにデザインし、見開き部分には、博士が遺した名言を記載。機能面では、一時的に外したマ
スクの収納だけでなく、予備のマスクを持ち運ぶのにも便利なWポケット構造とし、厚みも片面0.2㎜と薄いため、上着
の内ポケットやカバンの中でもかさばりません。素材には紙やプラスチックなどの代替素材としても注目されている、埋
蔵量も豊富な石灰石を主原料とした次世代型新素材「LIMEX（ライメックス）」を採用。マスクを繰り返し使用できるよ
う、マスク接地面には抗菌技術協議会（SIAA）認定の抗菌ニスを塗布します。   
  
 当財団は、これからもベーシックフィロソフィーである「Compassion -Humanity and Empathy in Medicine-」患者
様と共に痛みや苦しみを共感し、「私達に治療させてください」と言えるメディカルスタッフの教育・育成、並びにその
支援を行って参ります。 
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 女子栄養大学大学院入学生奨励 「浅野嘉久賞」奨学金 
【対象】 
 学部成績が優秀、且つ、卒業研究の指導教授の推薦があり、 
 更に、大学院入学試験に優秀な成績で合格した者。 
【募集人数】 
 4名  
【内容】 
  1年次 300,000円 
  2年次 300,000円 合計600,000円を給付 

保健学専攻 大迫美桜さん 

【浅野嘉久賞】 
第1回 2015年4月8日    
第2回 2016年4月6日    
第3回 2017年4月5日  
第4回 2018年4月11日 
第5回 2019年4月10日 
第6回 2020年7月15日 

 
2名 
2名 
2名 
2名 
4名 
4名     

QST病院イノベーションセンター長の原田良信様（右）より
当財団理事の須藤秀一（左）が感謝状を拝受致しました 

 当財団の野口メディカルツアーでは、従来より最先
端の重粒子治療を行うQST病院と協力体制を築いてお
ります。今般、新型コロナウィルス流行の初期段階で
同病院の在庫が不足していたサージカルマスクを寄付
させて頂いた処、丁寧な感謝状を頂戴しました。 
 当財団はこれからも新型コロナウィルス感染症と戦
う医療機関への支援を含めた連携を続けて参ります。 

https://shopping.nikkei.co.jp/projects/noguchi


2/2 

私たちが目指すのは、命を守る医療人の国際化です。 

【本プレスリリースに関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
米国財団法人野口医学研究所 

日本事務局 
担当：中西 恭子（なかにし きょうこ） 

TEL：03-3501-0130  FAX：03-3580-2490 
Email:nakanishi@noguchi-net.com 

米国財団法人野口医学研究所は、日本が生んだ世界的医学者・野口英世博士の業績
を記念し、日米を基軸とする国際医学交流＆教育の促進を目的に、フィラデルフィ
アに設立された米国免税財団法人です。 
日野原重明博士、ジョセフS.ゴネラ博士らの発案で、浅倉稔生博士とその教え子で
ある浅野嘉久博士らにより設立され、世界の最先端を行く米国医学教育研修制度の
実践と、国際医学交流の促進を図り、毎年、数多くの日本人メディカルスタッフを
提携先の米国の大学へ送り出すなどの国際医学交流＆教育を続けています。 
こうした活動を通して、米国の臨床医学・医術・医療を学んだ医師らが医療チーム
の核となり、日本での「患者中心の医療」「質の高い医療」の実現を目標として活
動しています。 
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 米国財団法人野口医学研究所は、患者様と共に痛みや苦し
みを共感し、「私達に治療させてください」と言えるメディ
カルスタッフの教育・育成並びにその支援を第一義と考え 
「Compassion -Humanity and Empathy in Medicine-」 
を合言葉に活動しています。 

ベーシックフィロソフィー 
「Compassion -Humanity and Empathy in Medicine-」 


